
評価内容 実施確認項目 現場(事業所) 現場（給食会社） 給食会社(本部)

事業従事者

●●総務部門を中心に､健康管理部門と給食会社が連携
　　●健康管理室(産業医･保健師)と給食会社､総務が連携して取組
　　●健康経営の一環で総務部中心に現場を挙げて取組
●健康部門や給食会社との連携が弱い
●●●食環境整備業務は給食会社に任せる

●現場の調理長と栄養士、本社とエリア担当管理栄養士計7名
　調理に関わるのは調理長と調理師計4名
●現場の調理長と調理師計5名、本社担当管理栄養士1名
●現場の調理長と調理師計7名、本社エリア担当管理栄養士1名

●健康管理事業関連部署を中心に各部署担当マネージャー7名
　(管理栄養士)が連携して､現場の調理師･栄養士を支援
●首都圏栄養管理本部部長(管理栄養士)が主で､
　本社エリア担当管理栄養士が現場を支援
●総合研究所とエリア担当､メニュー開発担当の管理栄養士計4名

責任者（役職）
●●総務部/課長（食堂担当責任者）
●センター長（事業所責任者）

●本社推進部長･室長(管理栄養士)：学会･事業所間調整､現場へ指示
●本社担当管理栄養士：週1-2回来所､メニュー提案､事業連絡･調整
●現場店長(調理師長)：実施・調理責任者

●決定までは健康経営推進室長､事業実施後は本社推進部長
　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれも管理栄養士）
●首都圏栄養管理本部部長(管理栄養士)
●経営企画本部経営企画室兼総合研究所管理栄養士

管理栄養士/栄養士
●●●管理栄養士/栄養士は未配置
　　　●年4回来所の管理栄養士はいるが､事業への関わり無し

●常勤の管理栄養士/栄養士が食堂に配置
　管理栄養士は栄養管理､栄養士(新人)は給食･売店状況の把握等
●●現場に常勤管理理栄養士の配置無し
　●担当管理栄養士が定期的に来所､栄養管理面で本事業を支援

●●●本社管理栄養士が現場を支援
●本社関連部署の管理栄養士が連携して､適宜現場を支援
●本社エリア担当管理栄養士が､定期的に適宜現場を支援
●本社の本事業関係管理栄養士が調整･指示等､間接的に支援

参加経緯

●日本高血圧学会→本社(健康管理者)･給食会社→現場（産業医）
●健康経営関連で→現場関係者（健保）→食堂（総務）
●給食会社→現場食堂関係者（総務課）→学会から説明
●●●日本高血圧学会から詳細な説明を受けて決定

●学会関係者→本社健康経営推進部に打診→事業所と調整後決定
●学会関係者→現場と給食会社に打診(SM関連で良好な関係有)
●学会関係者→本社総合研究所→現場総務課に依頼

●大規模実証事業の時から日本高血圧学会と関係有
●健康経営の観点から給食会社は参加した方が良いと考えた
●総合研究所長が依頼を受け→本社事業本部長に相談
●●●日本高血圧学会から詳細な説明を受けて決定

キーパーソン
（役職）

●本社健康増進センター長の意向を受け、現場産業医が決定
●人事､総務､健保関係者が学会と調整後、人事部長が決定
●総務部内で採用を決め､課長が説明、総務部長が決定

●本社健康経営推進室長と推進部長(管理栄養士)
●本社栄養管理部責任者(管理栄養士)
●給食会社総合研究所の管理栄養士

●本社社長　←副社長･学会　←健康経営推進室長が説明
●本社首都圏栄養管理本部部長(管理栄養士)　←事業所･学会
●本社事業本部長(管理栄養士)　←総合研究所長･学会

実施状況

●●●取組は減塩や増カリウム(野菜･果物)につながった。
　　　味噌汁を減塩（どのくらい減塩できたか不明）
　　　食具の工夫と活用（表示・設置場所）
　　　●減塩でも美味しいことを実感
　　　●濃かった丼の味が良くなった
　　　　家族で減塩やナトリウムの話をし､意識するようになった
　　　●プッシュ式D　→使用量減→減塩
　　　　減塩味噌汁にはうま味がなく､不味いと不評
　　　　野菜量増と果物デーのバナナ好評→増カリウム

●●減塩･SM：事業前から実施→促進
　味噌汁サーバー全て減塩、売店スナック菓子食塩量で並べ替え
　●情報提供（POP、毎月情報配信）、気運醸成
　　穴あきレンゲの設置場所異動→利用増加
　●調理の工夫で美味しい減塩料理を提供
●減塩：味噌汁減塩･減量、ワンプッシュD、穴あきレンゲ
　　　　味噌汁サーバーの減塩は味噌減量のみ､うま味添加無
　増カリウム：野菜量アップ小鉢
●●●情報提供（POP､●動画配信､●●毎月情報配信）､気運醸成

●●減塩･SM等事業前から実施→食塩量確認指示
　味噌汁サーバー全て減塩、売店スナック菓子食塩量で並べ替え
　●穴あきレンゲの設置場所異動→利用増加
　　増カリウム：POPで野菜ジュース､牛乳を推奨　←売店
　●調理の工夫は現場が担当
●減塩：事業前から社全体で減塩を実施していたが､
　　　　現場の献立や調理方法等は、原則現場の調理長に一任

利用者の反応
担当者の理解･協力

●●食環境整備によって行動変容することがわかった
　　以前より表示･情報を見るようになった、
　　味噌汁の減塩化等､美味しい減塩に苦情は無かった
　　●減塩でも美味しいと思った→全味噌汁減塩にしても苦情無し
　　　美味しいこっそり減塩は良いと思う
　　　果物デー　→SMに行列
　　　穴あきレンゲの場所移動→利用者増
　　●増カリウムで食材に関心を持つようになった
　　　保健指導でも意識の変化や行動変容を感じた
●●食環境整備のアピール･情報不足を感じた
　　●穴あきレンゲがほとんど利用されていなかった
　　●食環境整備の内容､給食会社の意図が不明
●減塩味噌汁が一部から不評、汁量を減らすことも不評で一部苦情
有

●●●調理長の指示の下､パート職員も協力的
●●減塩調味料は使用せず､調理の工夫で余分な食塩を控えた
　●情報提供(POP･毎月情報配信)→野菜料理･果物の食数増加
　　穴あきレンゲ使用増→汁の残量増加
　●調理の工夫で美味しい減塩料理を提供
●減塩：味噌量は徐々に減らす工夫､事業担当者から苦情等無し
　　　　食塩相当量が多い料理→食塩を控えた
　増カリウム：野菜量アップ小鉢(30→60g/食)

●●情報提供(POP掲示､情報配信)→行動変容の促し
　　気運醸成　→　動機づけ　→　売店活用
●減塩の取組は事業所側が歓迎
　現場給食も協力的で､負担の声より楽しいという声が多かった
　利用者の反応も良かった
●減塩：味噌汁の食数は減っていなかったので､問題ないと判断､
　　　　主菜付け合わせ野菜量減(価格高騰のため)→苦情無

インタビュー結果概要

実施可能性

採　用

忠実度

●事業所A　   ●事業所B　●事業所C

（1／2）



評価内容 実施確認項目 現場(事業所) 現場（給食会社） 給食会社(本部)

インタビュー結果概要

●事業所A　   ●事業所B　●事業所C

取組に対する
満足度･達成感

（10段階）理由

●10点：費用負担無く､学会が全てコーディネートしてくれ感謝
●7～9点：おいしい減塩食の提供、減塩だけでなく増カリウム
　　　　　食堂利用者以外へも情報提供→波及効果有り
　　　　　食環境整備が未だ十分に普及しておらず効果が不明
●3～6点：減塩への気づき､増カリウムの意識付け､野菜量増→良
　　　　　美味しくない減塩食を続けることはできない

●5点：全体的に業務量の負担はあったが､学ぶことが多かった
　　　もっとアピール(調理長)や主体性(栄養士)が必要だった
●8～9点：楽しく勉強になり､現場の努力に満足(管理栄養士)
　　　　調理の工夫をしたり学ぶことが多く､協力も得られた
●8点：最初は十分理解できなかったが､知識が増え､理解が深まり
　　　意識が変わり､できることが増え､成長を自覚したが、
　　　未だ知識は十分ではなく努力が必要

●9～10点：会社として減塩の取組を進める上で参考になった
　　　　　会社としての取組に参加できて良かった
　　　　　現場の調理関係にも意識してもらえたことは成果
　　　　　あまりフォローできなかったので減点
●10点：自社だけではこのような取組は難しく貴重な機会だった
　　　　取組の成果として良好な結果が得られた
●0～8点：諸々の調整や指導を学会が担ってくれ順調に進められた
　　　　　どのように関わったら良いか分からず戸惑った
　　　　　事前の調整不足を感じており､全く満足していない

業務量
負担感

●特段の負担は感じていない
●本事業参加決定メンバーが全員､異動･退職したため､本事業の全
体像が見えず､責任の所在､決定権､指示者が分からず戸惑った
●業務負担が多かった。特に1年目は想定外の業務依頼があった
　会社側の負担もあり､今後続けていけるとは思えない

●セミナー時弁当､果物配布等負担はあったが､大きくない(調理長)
　進捗状況の把握と集計作業等慣れておらず負担だった(栄養士)
●果物配布準備等業務量(負担感)は増えたが､苦痛ではなかった
●事業開始当初はメニューや調理の変更で業務量が増え負担を感じ
　たが､次第に知識･理解が増え､慣れて負担感が軽減した

●特段の可能な範囲伝協力だったので負担感はない
　将来的に会社にとってメリットがあると感じている
●他の業務も平行していたので業務量が多く負担に感じた
　特に通常より献立作成にかかる時間を要した
●負担感より不安の方が大きく､ストレスを感じた

継続可能項目

●●食物･情報：全て継続の予定（売店等一部要調整･検討）
　　気運醸成：可能な物は継続、展開方法を検討
●食物：全て継続したいが､おいしくない減塩味噌汁は不可
　情報：全て継続予定（一部要調整･検討）
　気運醸成：他(健保･給食会社)が実施するなら継続可能

●●●食物･情報：全て（事業所と調整後）継続可
　　　気運醸成：事業所の意向を受けて継続
　　　●食物：費用負担について事業所と要調整

●●●食物･情報：全て（事業所と調整後）継続可
　　　気運醸成：事業所の意向を受けて継続
　　　　　　　　ベジチェックは事業所と要費用調整
　　　●食物：費用負担について事業所と要調整

展開/提案可能項目

●●食物：売店以外については、可能な限り提案可
　　情報・気運醸成：可能な物については提案可
●食物：ワンプッシュD、穴あきレンゲは提案可能
　情報･気運醸成：可能なものは提案可(健保でも実施)

●●●食物：売店以外については、可能な限り提案可
　　　情報・気運醸成：可能な物については提案可

●●●食物：売店以外について、可能な物は全て提案可
　　　情報・気運醸成：経費面等可能な物については提案可
　　　●食物：野菜増は事業所側の費用負担･依頼有で提案可

●高血圧対策は事業所の健康課題なので合致していた
　会社も､減塩やSMを外部にPRしているので合致している
●事業所の健康経営の観点から､本事業は合致していた
　会社は､健康な食事だけでなく喜びや楽しさも提供したいので
　どちらとも言えない
●合致していたと思うが､実際には事業所との連携が難しかった
　会社では適塩推進をしており､非常に合致していた

持続可能性

受容性

適切性

●●取組社員の健康増進という意味で､とても合致している
　　●食環境整備の事前アセスメントと調整が丁寧だった
●無理なく健康維持という観点から､合致しているとはいえない
　美味しくない食事を採用･継続することはできない
　減塩だけでなく糖や脂肪についても取り組んで欲しかった

●●●合致していた
　　　●事業所の健康に対する興味関心が高いので
　　　●全社員を満足するのは難しいが全体的に好評
　　　●事業所総務部と取組について話していないが・・・

事業所･会社の状況
目指す方向に合致？

その理由

SM: スマートミール
D: ドレッシング
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